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（1：1.5：2.23）の矩形状試験片を切り出した。これを 733K で 7.2ks 焼鈍し
て平均粒径約 22μm の等軸状結晶粒組織に調整した。真ひずみ速度を一定に制
御できる圧縮試験機を用いて、3×10－3ｓ－1で 623K～403K の範囲で温度を下
げながら、多軸多段階圧縮試験を行った。その際試験片を変形毎に 90°ずつ
回転させて⊿ε=0.8 の変形を行った。変形終了後 2ｓ以内に水焼入れを施した
試験片の最終圧縮軸に平行な縦断面に対して、透過型電子顕微鏡を用いて組織
観察及び菊池線解析を行った。また、変形帯（キンク帯）が生じる低ひずみに
おいて多軸鍛造を行い、Mg 合金の連続動的再結晶による新粒組織の発生過程
を EBSPにより調査した。 
【結果】（１）温度降下中に多軸多段階圧縮変形を施すことにより、0.5Tm以下の温
間域でも十分な強ひずみ加工が達成できた。403K で⊿ε=0.8 の強加工が可能であっ
た。 （２）温度降下中の多軸多段階圧縮変形にともない、より微細粒組織が生成し
た。その結晶粒径 d は温度によらず高ひずみの変形応力のみの関数によってほぼ一義
的に関係づけられた。 （３）新結晶組織は高方位差を有する境界で囲まれたサブ
ミクロン径の微細粒で構成された。新粒界間方位差分布は温度、変形応力、ひずみに
よらず約 40～50°で一定であった。 （４）新粒の動的形成機構は、キンク帯が低ひ
ずみから頻繁に生じ、変形とともにそれらの方位差が通常の粒界の値まで接近し、高
ひずみで新粒組織が形成されることから、いわゆるひずみ誘起のその場再結晶または
連続動的再結晶と結論される。 
 
